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献呈の辞
池本正純先生及び加藤茂夫先生の定年ご退職に寄せて
池本正純先生は平成２８年５月２日に，加藤茂夫先生は平成２９年１月２０日に，それぞれめでたく古
稀を迎えられました。しかし，このことは，同時に両先生が本年３月末日をもって定年ご退職され
ることを意味します。二学科制など，学部改造に取り組んでいる真っただ中で高い識見と貴重なご
経験とが何より必要なこの時期に，両先生が教壇を去られることは，私ども残されたものたちにと
って本当に残念でなりません。ここに池本先生および加藤先生のご略歴と本学や社会へのご貢献や
ご足跡を紹介し，衷心より感謝の意と惜別の念を表したいと思います。
経営学部教授池本正純先生は昭和２１年５月２日に広島県因島でお生まれになりました。昭和３７年
４月に広島県立因島高等学校に入学しますが，翌年，茨城県立水戸第一高等学校に編入学し，昭和
４０年３月に同高等学校を卒業いたします。同年４月に一橋大学経済学部に入学され，昭和４４年３月
に同学部を卒業されます。直ちに同大学大学院経済学研究科修士課程に入学し，昭和４６年３月に修
士課程を終了します。修士号を取られてからはすぐ，同大学大学院経済研究科博士課程に進学し，
昭和４９年３月に博士課程を単位取得退学なさいます。ちなみに，池本先生は平成１８年，法政大学か
ら博士学位（経営学）を授与されます。本経営学部には，昭和４９年４月，一橋大学博士課程を終え
られてすぐ専任講師として入職され，昭和５３年には助教授，昭和５９年には教授に就任されます。以
来４３年の長きにわたり，本学の教育・研究・学内行政の面で大いなるご貢献とご足跡を残しておら
れます。
学部教育においては企業家論，経済入門といった経営学や企業活動において根本ともいえる経済
関連の科目を担当されました。大学院においては，企業経済論や経済政策論なと，経営理論とも大
変関わりの深い科目をご担当になり，多くの優秀な学生を輩出されました。授業の内容ですが，池
本先生は特に，企業家を市場経済の主人公としてとらえ，企業家活動の原点には一体何があるのか，
企業家活動がうまくいくためには何が必要なのかについて，熱く語ってこられたことで有名です。
そのためでしょうか，池本ゼミには起業を目指すチャレンジ精神に溢れた学生たちが多く集まり，
活発な議論を交わすことで評判でした。そして，卒業シーズンとなりますときまって，居酒屋でお
酒を交わしながら，本学を羽ばたくゼミ生たちを励ましている先生の姿がありました。
池本先生は，学内行政においても多大なる功績を残しておられます。先生は，８年間にも及ぶ学
生部長をはじめ，４年間のキャリアデザインセンター長，就職指導委員会委員，自己点検・評価委
員会委員，専修大学基本政策検討会議専門委員部会長など，本学において非常に重要な数々の要職
を歴任なさっております。中でも，先生が特に力を注いだのは，学生たちとの交流です。先生は学
生たちの勉学と大学生活を誰より案じた方で，実際，学生部委員，学生部次長，学生部長など，学
生部関連の仕事を１４年間も務められました。また，先生は，学生たちの成長や卒業してからのキャ
リアにも強い関心を持っており，本学で学生向けのキャリア教育にいち早く取り組みました。ほぼ
１０年にもわたり，就職指導委員，キャリアデザインセンター運営委員会委員，キャリアデザインセ
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ンター長を歴任しながら，本学のキャリア教育・開発プログラムの礎を作ったのは，他ならぬ池本
先生です。先生は，課題解決能力を磨く教育の新しい取り組みとして世間の注目を浴びた，「課題
解決型インターンシップ」の発案者でもあります。本学学生たちへの強い思いや教育への並々なら
ぬ情熱なしには，とても成し遂げられない功績だと思い，感心しております。一方で，先生はご本
人がスポーツ好きということもあり，本学ラグビー部部長を１６年間も務められ，ラグビーの部員た
ちからも非常に親しまれているだけではなく，本学のスポーツの発展にも貢献されておられます。
先生は，研究や学外活動においても大きな足跡を残しておられます。先生は，大変研究熱心で，
日本経済学会を中心に，日本語だけではなく英語で，新制度経済学，企業家論の視点からの企業理
論，取引コスト論に関わる多くの研究発表や論文を通じて，学界に大きな足跡を残しております。
また，先生は，昭和６３年から２年間，長期在外研究員としてニューヨーク大学にて訪問研究員とし
て研究活動に従事されましたし，学内では経営研究所所長をはじめ，社会知性開発研究センター研
究員，大学院社会知性開発研究センター兼担教員などを歴任しながら，本学の研究活動に幅広く貢
献してくださいました。活発な研究活動を通じた貢献の傍ら，先生は幅広くビジネスの世界で活躍
される方々とのネットワークを構築され，それを大学教育に生かせるよう産業界との連携を図られ
てこられました。
経営学部教授加藤茂夫先生は昭和２２年１月２０日に北海道札幌でお生まれになりました。昭和４０年
３月に北海道札幌東高等学校をご卒業後，翌４月に本学経営学部に入学され，昭和４４年３月に卒業
されます。卒業後は明治大学大学院経営学研究科修士課程に入学され，昭和４６年３月に修了後，同
研究科博士課程に進学されます。昭和４９年３月には，同研究科博士課程を単位取得退学なさいます。
本学経営学部には，昭和５２年，専任講師として入職され，昭和５５年には助教授，昭和６１年には教授
に就任されます。以来４０年もの長きにわたり，本学の教育・研究・学内行政の面で大いなるご貢献
とご足跡を残しておられます。
学部教育においては，経営入門，経営組織論など，経営学においては大きな柱となっている「組
織のマネジメント」に関わる科目を担当され，多くの優秀な学生を輩出されました。実際，加藤ゼ
ミの OB・OG会となりますと，いつも社会で活躍している皆様で大盛況です。大学院では，経営
組織論特論など，まさに経営学の根幹となる科目をご担当になり，石巻専修大学の杉田博先生をは
じめ，順天堂大学の水野基樹先生，本学経営学部の福原康司先生など，多くの優れた研究者たちを
世の中に輩出いたしました。授業の内容ですが，加藤先生は企業組織の活力の根底にはリーダーシッ
プがあり，このリーダーシップのありようで人々のモチベーションが大きく変わってくるという信
念のもと，リーダーシップに関する理論と実践を熱く語ってこられたことで有名です。一方，先生
はベンチャー企業の育成にも並々ならぬ情熱を注いでおり，ベンチャー関連の講義やプログラムの
開発にも積極的に携わってこられました。
学内行政において，先生は経営学部長と大学院経営学研究科長という最も重要なポストを歴任し，
学部と大学院の発展に大きく寄与されておられます。それだけではありません。先生は，本学の２１
世紀構想会議委員や基本政策検討会議委員，自己点検・評価委員会委員などを歴任しながら，専修
大学全体の２１世紀ビジョンづくりにも多大なる貢献をされております。また，国際交流センター委
員会委員として本学のグローバル化を進める一方で，就職指導委員会委員・委員長として本学の学
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生たちが一人でも多く自分の納得のいくところに就職し，社会で活躍できるように支援を惜しみま
せんでした。さらに，ご本人がスポーツ好きということもあり，本学のスポーツにも熱い情熱を向
けてこられました。実際，加藤先生は体育部長をはじめ，体育部委員会委員や学生寮指導委員会委
員などを歴任しながら，本学スポーツの発展に全身全霊を捧げられてきました。野球部長を務めて
いた時でしょうか，本学野球チームの勝ち負けにまるで子供のように一喜一憂していた先生の姿は
今も鮮明に記憶しております。
加藤先生は，研究や学外活動においてもご尽力下さいました。先生は，日本経営学会，組織学会，
日本マネジメント学会（旧日本経営教育学会）など，さまざまな学会で大変精力的に活動なさいま
した。学会でのご活躍ぶりは，日本マネジメント学会長を務めなさっているという事実から十分推
測できると思います。学内では，経営研究所長をはじめ，社会知性開発研究センター研究員などを
歴任しながら，本学部の教員たちがより研究に専念できる環境づくりに多大な貢献をなさいました。
『ベンチャー企業とバルーン型組織』や『経営者論（共著）』などの著書を通じて，ベンチャー企業
の育成や経営者のあり方について，社会にも意義ある発言をなさってこられました。加えて，NPO
流通大学学長，社団法人テレワーク協会のアドバイザー，東都大学野球連盟理事など，大学という
枠を超えたさまざまなところで，非常に多彩な活動をされておられます。先生の器の大きさ，ネッ
トワークの広さがよく表れているところです。
以上，池本正純先生ならびに加藤茂夫先生のご活動・ご活躍の一端を紹介させていただきました
が，お二人の教育・学内運営・学外活動におけるご功績は大変顕著なものがあります。両先生のこ
のようなご功績に対して，経営学部は平成２８年１１月２２日の教授会において，満場一致で池本先生と
加藤先生を専修大学名誉教授に推薦させていただきました。そしてここに，両先生からいろいろな
形でご指導をいただいた後輩教員の最近の研究成果の一部を編集し，「専修経営学論集第１０３号」を
「池本正純教授ならびに加藤茂夫教授退職記念号」として両先生に謹呈し，経営学部教員一同，衷
心から深甚なる感謝と惜別の意を表する次第であります。両先生が定年ご退職後もご活躍され，ご
健勝であらんことを祈念いたしますとともに，名誉教授として私ども後輩に対する更なるご指導・
ご鞭撻をお願い申し上げ，これまでのお礼とお別れのご挨拶とさせていただきます。
平成２９年３月
専修大学経営学部長 蔡 錫
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